
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は、パン粉から粘土を作った、パン粉粘土で遊びました。  

「パン粉粘土??」と思うかもしれませんが、料理で使うパン粉と水をしっかり揉み込むだけで、 

粘土ができるのです！ 

 

パン粉の手触りや匂いを楽しんだ後、「魔法をかけるよー」と、霧吹きで水をかけると、 

あら不思議！みるみるうちにパン粉が赤や黄色や緑になりました。予め食紅を混ぜておいたのです。 

さらに水を加えると、パン粉の手触りがチクチクからフワフワになり、ベチョベチョに変わっていきま

す。子ども達には、手から伝わる刺激を感じながら遊んでほしいと思います。 

 

できあがった粘土を丸めたり、ちぎったりした後、ふと横を見ると 異なる色の粘土を持っている子を

発見。「いいなぁ一。欲しいなぁー」 そこから、「ちょうだい」「いいよ」「ありがとう」と言って、粘土の交

換会が始まりました。三色を手に入れた後は、 「ブロッコリー」「ハンバーグ」「お団子」と言いなが

ら、美味しい食べ物をいろいろ作りました。 

粘土遊びをすると、手や指に力がつき、箸や鉛筆をしっかり持てるようになります。 

また、色や手触り、匂いなどを感じながら遊ぶと、想像力を養います。 

そして、粘土の感触は、安心感に繋がります。粘土っていいですね  

 

 

 

今回の 

活動内容 
です 

２０２６年度 

未就園児クラスつぼみっこ 

・ハッピーバースデー 

・歌「とんぼのめがね」 

・おはなし会「赤いものなんだ？」 

・パン粉粘土 

・金平糖タイム 

・絵本「このいろなあに」 
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